
 令和５年度（２０２３年度） 学習の手引き（シラバス）    

                                        

                                       長野県岡谷工業高等学校 

 

教科 工 業 科目 電子情報技術 単位数 ２ 学年 ３ 科 電気科 

 

１、科目の目標 

電子情報技術に関する基礎的な知識と技術を習得させ、実際に活用できる能力を養う 

 

２、使用教科書・副教材 

 教科書 電子情報技術（実教出版） 

 

３、学習の計画 

  学習の内容 考査範囲 予定時数 

一

学

期 

 

４月 

 

５月 

 

６月 

情報の表し方（２進数、１６進数） 

 ・２進数、１６進数の変換を理解させる 

 ・２進数の算術演算を理解させる 

コンピュータの電子回路（論理回路と論理式） 

 ・ＡＮＤ、ＮＯＴ、ＯＲ回路を理解させる 

 ・フリップフロップ、レジスタ、カウンタ回路の基礎を理解させる 

 ・加減算回路への発展を理解させる 

 

中間考査 
Ｐ５～Ｐ２０ 

 

期末考査 
Ｐ２１～Ｐ５６ 

２０ 

二

学

期 

７月 

８月 

 

９月 

 

１０月 

 

１１月 

コンピュータの機能と構成 

 ・原理、構造、制御の流れを理解させる 

 ・ＣＰＵ、記憶装置の概念と働きを理解させる 

 ・入出力装置の働きを習得させ活用できるように理解させる 

プログラミング・コンピュータ計測制御 

・計測制御の概要を理解させる 

 ・プログラム言語について理解させる 

 ・制御の概念とコンピュータとの関わりを理解させる 

 

中間考査 

Ｐ５７～Ｐ８５ 

 

期末考査 

Ｐ９１～Ｐ１９２ 

 

 

 

２８ 

三

学

期 

１２月 

 

１月 

 

２月 

 

３月 

コンピュータの利用とネットワーク 

 ・オペレーティングシステムの目的、機能、構成を理解させる 

 ・インターネットの利用とプライバシー侵害・モラルと合わせて理解

させる 

 ・マルチメディアと電子技術の基礎を理解させる 

 

 

学年末考査 

Ｐ１９３～Ｐ２２８ 

 

 

 

２２ 

 

４、評価の方法 

主体的な言語活動 生徒への発問解答など、対話形式を大切にして授業を進める 

授業内容の説明や発問はできるだけわかりやすく的確な言葉で行い、生徒にも同様の視点

に立って回答するよう指導する 

 関心･意欲･態度  出席状況、学習意欲、学習態度、学習に取り組む姿勢を観る 

 思考･判断･表現  発問に対する回答やそれに至る思考過程、反応を観る 

 技能  授業内容の説明や発問はできるだけわかりやすく的確に行い、的確に行動できているか観

る 

 知識･理解  定期テストの結果を基に、学習内容の理解度、定着度を観る 

 

５、学習にあたっての注意とアドバイス 

 ノートの取り方、整理の仕方等を指導する 

 定期テスト終了後、成績不振者に対する指導を行う 

 


